
 

 

 

 

 

 
       

2～5 日ほどの潜伏期を経た後の溶連菌の初期症状は、38～39℃以上の突然の発熱やのどの痛み（急性咽

頭炎や扁桃炎）が中心です。また扁桃腺には白苔を伴うことも多くみられます。その後、身体や手足に粟粒大の赤

い発疹や、舌に赤いつぶつぶができる「いちご舌」があらわれる猩紅熱（しょうこうねつ）と呼ばれる症状があらわれ

ることもあります。また頭痛や腹痛、おう吐、首筋のリンパ節が腫れるなどの症状もみられる場合がありますが、一

般的な風邪と違い、咳や鼻水の症状は出ないことが特徴です。気になる症状が見られた際には早めの病院受診を

お願いいたします。 
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秋田県より、今夏における新型コロナウイルス感染症の感染拡大についての感染症対策のポイントが配信されましたのでお知らせします。 

 

＊現在本県において、新型コロナウイルス感染症患者が増加しています。基本的な感染対策と検査キット・解熱剤の 

準備等をお願いします。 

 


